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ウィラーヤトの存在論

松本欺郎

ウィラーヤトの形而上学的意味領域

　イスラーム哲学の伝統においては存在の諸相が様々の角度から研究され

てきている。今日までこのイスラーム哲学における存在論についての研究

は主として存在と本質の相互関係や、唯一なる純粋存在の「多」への変化

の過程といった分野に限られていた。しかしながら、存在をこのように純

粋形而上学の領域においてのみ考察していたのでは、イスラーム哲学にお

ける存在概念が持つ豊饒な内容の理解には程遠いものにしか到達し得な

い。存在論は単に、「ある」とか「ない」とかいうだけの議論ではない。も

のの「ある」とか「ない」ということは確かに最も初歩的な問いかけであ

る。しかしながら、このような初歩的レベルの議論だけでは存在の現実の

「働き」はなかなか見えてこない。存在の「働き」を見ることによって、初

歩的レベルでは均質で一様に見えていた存在が多種多様の相貌を持つもの

であることが明らかになる。

　存在は根源的レベルでは超経験的であるから意識の表層部と直接関係を

持たないものである。意識の表層部は多性の成立する次元である。この次

元で語られる存在は、なんらかのものが「ある」とか「ない」とかいう意
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味のものである。したがって、このレベルでの存在は普遍的で意味の希薄

な内容の概念になってくる。このレベルでは存在よりも本質と属性のほう

が豊かな内容を持っ。しかしながら、ひとたび存在の本質に対する先行性

が認識されると、この場合の存在は表層レベルでの多性を生み出す生産的

で豊饒なものとして捕えられる。

　イスラーム哲学における存在という理念が持つこのような生産的で豊饒

な内容を理解するためには、存在に内属し多様な事物の創出を司る「ウィ

ラーヤト」wilayat，　wilayahの意味を考慮にいれておくことが必要である。

なぜなら、イスラーム哲学においては存在がこのような生産性を持っもの

とされているゆえに、そのようなレベルでの存在を神と同一視していて、

神と事物との存在論的関係がこのウィラーヤトという視点から捕えられて

いるからである。もともと、ウィラーヤトという言葉は’X近くにあること”

とか’親しみのある保護”というような意味である。この概念は神の名称

の1つであるワリー　wali（保護者）に由来する。すなわち、神は森羅万象

の1つ1つにたいして保護者として臨んでいる。その限りで、神は1つ1

つの事物についてウィラーヤトを持っているのである。同時に個々の事物

は神にXN近しさ”としてのウィラーヤトを持っていることになる。じつは

このウィラーヤトという概念がアーヤトッラー・ホメイニーの“法学者の

監督権（ウィラーヤテ・ファキーフ）”の思想形成にも大きな影響をおよぼ

しているのである。したがって、ウィラーヤトの研究はイスラーム存在論

の研究において見落とされている側面に光をあてるものであるとともに、

イスラーム政治思想の存在論的側面を明らかにするものとなる。ところで、

近世においてこのウィラーヤトの概念についてもっとも深い思索をしたの

はアガー・ミールザー・ムハンマド・アリー・シャーハーバーディーであ

るとされている。シャーハーバーディーはアーヤトッラー・ホメイニーの

師のひとりである。ラフィーイー・カズヴィーニーと同じころにコムの学

院でイスラーム哲学の講義をしていた人物である。テヘラン大学のイブラ
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一ヒーミー・ディーナーニー教授によればシャーハーバーディーのウィラ

ーヤトについての説がアーヤトッラー・ホメイニーのウィラーヤト思想に

強い影響を与えているという。そこで始めにシャーハーバーディーのウィ

ラーヤト論を見ておきたい。

　「ウィラーヤトには2種類ある。すなわち、1つは創造的ウィラー

ヤト（ウィラーヤテ・タクヴィーニー）で、もう1つは立法的ウィラ

ーヤト（ウィラーヤテ・タシュリーイー）である。創造的ウィラーヤ

トはさらに2種類に分かれる。その1つは必然的ウィラーヤトで、も

う1つは自発的ウィラーヤトである。

　さて、必然的な創造的ウィラーヤトは存在の降下弧（絶対無分節の

根源的存在が個別的存在のものとなって出現してくる流出プロセスを

“存在の下降弧（qaws　nuzali）”の中にあり、自発的な創造的ウィラー

ヤトは“存在の上昇弧（qaws　su’Udf）”の中にある。というのは、　xs隠

れたる宝”、“純粋無分節である存在そのもの（フーイーヤ）のレベル”

を経た後に存在のリアリティーは、次に純粋存在（神）の本質の本質

にたいする収敏的な知的自己開示の純粋一性（アハディーヤ）のレベ

ルを経る。さらに純粋存在の本質の本質にたいする展開的な知的自己

開示であるワーヒディーヤ（統一的存在）のレベルを経た後に、可能

的諸本質のアーキタイプにおいて存在の顕現、閲明がある。このレベ

ルが徹せられた層”と呼ばれている、「神が事物を欲求によって創造

し、また欲求そのものも創造したというとおり」、すなわち、あらゆる

完成と美を所有する本体が欲求により事物を創造し、さらに欲求をも

自ら創造したのである。これは他の者の欲求によるのではない。さも

なくば、無限連鎖に帰着する。言い換えれば、すべての事物の存在は

純粋存在の絶対的顕現、閲明によるということである。このレベルは

さらにXX慈愛者の慈愛”、　xX慈悲者の慈愛”、　NN広がる影”、“創造された
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真理”、XN唯一の命令”、填理の言葉”とも呼ばれている。必然存在者

に依存するこの影のような顕現と存在は、それよりも神の本体に近い

ものはないところの存在である。さらに、絶対顕現と自己開示的本質

閲明のレベルの次には垂直的、水平的理性体や普遍霊魂と個別霊魂の

天界的、イデア的実体化という中間世界のレベルに到達する。そして

っいに存在流出は質料世界、第一質料に達する。それは神の玉座の物

質形相を獲得する。それは運動の起源となる本性を帯び、その結果、

脆拝する天使の場であるXX光の世界”と悪魔とジンの場である“火と

煙の世界”が現れる。その次に、単純元素が存在の衣を身にまとい、

そして遊星や金属のような鉱物的複合物に至る、その結果、植物的複

合物が出現可能となる。植物的複合物の過程が終点に達すると、動物

的複合物が存在領域に歩を進めることになる。そして、動物的複合物

が最高点に達すると、存在という衣は人間の姿に切り出される、そし

て最下層に位置する人間的複合物は第七地より頭をもたげる。ここに

おいて、下降弧は完了する、そして本質的完成の理解と達成ののちに

高度の完成を求める上昇弧が始まる。」1）

　シャーハーバーディーは存在の根源からの世界生成、とりわけ人間の出

現のプロセスをこのように説明する。この創造のドラマのプロットは伝統

的イスラームの宇宙創成観にほぼ一致する。ともかく、このように宇宙生

成のプロットの中で人間存在を位置づけしたうえで、さらに次のように続

ける。

　「もしも、神の恩寵が人間を包み、人間があらゆる係縛をとり除く

ことができるようになれば、人間は有限な世界から絶対無条件の世界

に到達し、絶対的欲求と顕現のレベルに住し、上昇弧における自発的

な創造的ウィラーヤトが獲得されて、彼において存在の円周は完了す
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る。“ちょうど、彼らが、われわれは神の欲求である、というように。”

すなわち、（神の）欲求より発生して、（神の）欲求に到達するのである。

　さらにまた、人間にっいて孚創造主が汝によって存在の円周を開き、

汝によってそれを閉じ、汝によって天を地上高く保ち、汝によって雨

を降らせる”と言われることも正しい。換言すれば、汝によってあら

ゆるものを創造したのである、なぜなら汝は創造主の欲求であり、そ

の絶対的顕現であり、かの御方の聖なる本体はあらゆるものを欲求に

よって創造しているからである2）。」

　この文脈の中で語られている創造的ウィラーヤトは、存在の太源から発

出した存在流出が流出の最下位の可感的事物としての人間に到達し、そこ

から再び太源への回帰の旅路をたどる過程で、人間の到達しうる最も高い

境地として語られている。それは、神の欲求と同義なものとして認識され

ている。この境地に到達した者は神の意欲・欲求において意欲を持ち、神

の欲求において求める。したがって、そのような人間においては世界はそ

の者の意欲のとおりにあり、それは神の望むところと同じものとなる。

　この創造的ウィラーヤトは太源への回帰を真に求める人間によって獲得

され得るものなのである。すべての人間がこの創造的ウィラーヤトを獲得

するというわけではない。しかしながら、重要な点はこの創造的ウィラー

ヤトが人間の自発的な獲得の意欲と努力によって獲得されるという点であ

る。この点、立法的ウィラーヤトと違っている。立法的ウィラーヤトは基

本的には神にのみ属しているものである。

　他方、ウィラーヤト（保護者権あるいは監督権）の概念はヒラーファト

（khilafat，　khilafah）の概念と密接な関係を持っ。ヒラーファトという概念

は、一般にイスラーム共同体の長であるカリフ（より原語にちかい表記を

すればハリーファ、khahfah）という語と同語源である。カリフがもともと

預言者ムハンマドの“代理人”という意味であるので、ヒラーファトとい
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う語はNK代理権、代理人職”という意味で理解されている。このカリフ（代

理者）という言葉が預言者ムハンマドのNX代理者”を意味していたにもか

かわらず、時代と共にXX神の代理者”という意味に変わっていったという

ことはよく知られている。もっとも、歴史上どの時点でそのような意味の

変化が起こったのかという問題についてはいろいろな議論がある。これま

で、アッバース朝時代になってからそうなったと信じられてきたが、最近

の調査では、ウマイヤ朝時代にすでにカリフという語が“預言者の代理人”

でなく“神の代理人”という意味でもちいられていたという説が立証され

ている。

　預言者は神の使いとして信徒集団に臨み、神の言葉を彼らに伝えたので

ある。神の言葉を伝えるという仕事は預言者にしかできないことである。

預言者の代理人たる“カリフ”には神の言葉を伝える能力はない。預言者

の代理人としてのカリフは、神の言葉を伝えるという仕事を除いて、預言

者が行ったことすべてを模倣してゆかなければならない。信徒集団の運営、

軍事、裁判、行政などさまざまな事項を決裁し実行してゆかねばならない。

しかし、共同体の規模が預言者の時代のものと比較して巨大なものに発達

してしまった時代においては、預言者の時代の規模の共同体における預言

者の役割の再現をしようとしても不可能な話である。この時点で、カリフ

は“預言者の代理人”であることが不可能になり、別な意味づけを必要と

するようになる。

　すでに、預言者の在世中、彼は“神の代理人khalifah　Allah”と信徒か

ら呼びかけられることがあった。それは神の意志を執行する者であるから

そのように呼ばれたのである。この場合、預言者は神と人との接点となる。

預言者の存在を通じて神は人をも含めた全存在にたいして働きかける。全

存在は預言者を通じて神に依存することになる。その後カリフがこの役割

を果す者として理解されるようになり、この意味で、神に代理者と呼ばれ

るようになる。もちろん、この場合でも代理人としてのカリフは預言者の
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ように神のメッセージを人々に伝えることはできない。しかし、神からす

でに送り出された様々のメッセージの意味を確実に保持するものとして機

能することになる。カリフは神の意志の現れとしてのシャリーア（イスラ

ーム法）を実行することで神の代理人となり得る。この場合、預言者の代理

人として神の意志を執行しているのではない。神の直接の代理人としてシ

ャリーアを執行するのである。シャリーアの定める事項はそれ自体で一定

の現実的効力を持つのであるが、倫理的規範としての効力に留まらず、カ

リフがシャリーアの執行を通して法的事実を作り出すことで神の意志を具

体化する。こうして、神の法を執行する“神の代理者”としてのカリフと

いう概念が定着する。もちろん、この概念の内容規定をめぐって熾烈な議

論がイスラーム共同体の中で戦わされたことはいうまでもない。このよう

な意味での神の代理者となれる人物については厳しい条件がいくつも設け

られた。そのような条件をめぐってもまた多種多様な意見が提起されてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　’

神の代理権（ヒラーファト）の形而上学的意味

　神と被造物の接点としての“神の代理人”という意味でのカリフもしく

はハリーファという概念、およびそこから出てくる“神の代理権”という

意味でのヒラーファトという概念はシーア派の思想世界で発達している。

すでに、預言者そのものが持つ預言者性（nubuwwah）という概念も、根源

的存在としての神とその被造物のあいだに立つ仲介者として存在論的意味

を与えられている。“神の代理権”としてのヒラーファトにも同様に存在論

的意味が与えられている。この議論は神智学（イルファーン）の発達とと

もに深められたものである。ここで簡単に、ヒラーファトという言葉がイ

ルファーンの中で持っている存在論的意味を説明しておく。この概念は存
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在の表層と深層についての透徹した思索より出てきたものである。この存

在についての思索にはイスラーム世界に長い伝統があるが、その最もよく

まとめられた形のものを以下に見ておく。

　アッラーメ・ラフィーイー・カズヴィーニーやアーヤトッラー・ホメイ

ニーの高弟であるマシュハド大学のサイイド・ジャラール・ウッディーン・

アーシュティアーニー教授はこの存在の3っの次元について次のように述

べている。

　「存在には3つの相もしくは次元がある。その第1は純粋存在であ

る、それはまさに存在のリアリティーの相である。この相こそが前章

で述べたように、無限定、本質不可知、隠れた宝、秘中の秘、西方（マ

グリブ）の不死鳥（アンカー）、不称・不説の境なのである。このよう

なリアリティーには本質の点からすれば無規定なのである。

　第2の相は無条件の存在、展開する存在、被造物の真相、聖なる流

出（フェイヅ・ムカッダス）の相である。神智学者たちによれば第一

者から発生するのはこの存在であるとされている。この存在の効果と

機能は外在的な効果と機能と包括である。それはその一性によって、

知的、観念的自己規定性におけるあらゆる形象（mara’io　majali）を

外在となし、固有の存在的働きによって存在者とするのである。外在

的諸相はこの存在から派生してくるのである。存在のこの相は、無条

件的自己規定作用のゆえに必然者のレベルよりは下位に位置し、存在

リアリティーの純粋性の位格は持たず、その意味では神の行為なので

あるが、それ自体では神と一体なので（真正精妙の一致）可能的何性

によって限定されることはない。したがって、存在論的欠如を意味す

る何性的限界とは無縁である。このゆえに、悟達円成の人びとはこの

存在の自体的創出とみなすのである。

　第3は限定された諸存在の相である。それは効果と呼ばれているも
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のである、そこで次のように言われるのである。すなわち、存在レア

リティーそのものは神（haqq）、無条件存在を（神の）行為（fi‘1）、限

定された存在を神の効果（athar）であると。この限定された存在は無

条件的存在とある点では一致するが、ある点では一致しない。限定さ

れた存在が無条件的存在によって存立しているという点では一致して

いるが、無条件者は本質のレベルでは限定とは無縁であるため、無条

件者のレベルでは一致がない。

　聖なる流出である無条件存在は、恒常的形象（a‘yan　thabitah）の次

元の根拠であり、かつ神名と属性の位階である至聖の流出（fayd

aqdas）と一致している。それらの間の違いは凝縮と拡散の違いであ

る。神と自体的に結び付いているのはかの至聖の流出なのである。無

条件的存在は限定された存在にたいして階位上の先行性を持っている

が、その本質のレベルでは何性を持っていない純粋存在なのである、

しかし何性の自己規定は神のこの絶対的行為にとって偶有するもので

ある。これゆえに、

我と汝は存在の本質に偶有する　我らは顕在の鏡の網目なり

　と言われている。

　この存在は本質との結合のレベルでは絶対的純粋と一致し、しかも

すべての本質を貫通している。それは理性において理性であり、霊魂

において霊魂であり物質において物質である（毒において毒、薬にお

いて薬）。それが、あらゆる本質を、神の定めのレベルにおいて神名と

属性に準じて知的ありかたを持ち、資質に応じて存在の要求をするか

の本質の根本的要請により顕現させるのである。」3）

存在は大別して3つのレベルを持っている。すなわち、（1）純粋存在もし
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くは秘中の秘、あるいは西方の不死鳥、隠れた宝などと呼ばれるレベル、

（2）展開する存在もしくは無条件の存在、（3）個別的、限定された存在、の3

つである。純粋存在は認識を超越したものである。この隠れたる宝である

純粋存在が、認識可能な個別的存在のレベルに転化するプロセスが創造の

プロセスなのである。なぜそのような創造が行われるのかということは「私

は隠れたる（知られることのない）宝（kanz　makhfiy）であったが、次い

で知られることを好んだ、そこで私が知られるために被造物を造った」と

いう聖なる伝承に象徴的に示されている。すなわち、根源的存在の最奥に

知にたいする愛がよこたわっているのである。それこそが創造のエネルギ

ー源なのである。そのレベルでは無分節にあらゆる個別的存在が凝縮され

て統一されている。これは絶対無分節のレベルであるから認識を超越して

いるのである。このレベルにおいて根源的な知への愛が働いて、分節が始

まる、そして最初の明確な分節が生じ展開する存在という存在一般が出現

し、さらにその展開する存在が経験される個別的存在のレベルに転化する。

これが創造のプロセスの概略である。

　秘中の秘、西方の不死鳥なる絶対純粋存在はペルシアの神秘思想詩人ハ

ーフェズの詠うように、預言者であれイマームであれ到達することのでき

ない境域なのである。

不死の鳥だれか捕えようか、罠をこそおけ

罠にはかしこに常に吹き過ぎる風のみ4）

　創造はこの絶対純粋存在の自己開示なのである。ところで、この絶対純

粋存在もしくは西方の不死鳥と呼ばれているものは、認識を超越したもの

ではあるが、それは概念化されてはいないにもかかわらず、ある超越的一

者として象徴的に語られるものである。それは純粋の一者である。ところ

が、このレベルを越えたところにじつはもう1つのレベルがある。それは
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言忘絶慮のレベルでもはや象徴的にも表現し得ないレベルなのである。ま

さに無の境域である。それは絶対純粋存在の裏側ともいうべき境域である。

老子の思想におけるKN玄のまた玄”の境域である。便宜的にそれは存在の

芯とでも名づけておく。そこから絶対純粋存在が立ち現れてくるのである。

この絶対純粋存在は純粋な一者として措定される。それは絶対純粋存在の

持つ絶対純粋一性“アハディーヤ（ahadfyah）”レベルでの存在である。こ

のxx玄のまた玄”のレベルから絶対純粋一性のレベルに顕現することを至

聖流出（fayd　aqdas）と呼ばれている。この至聖流出によって、いわば「無」

から「有」に転化する。この場合の「有」は、もちろんかの絶対純粋存在

の意味であるから、経験的「有」ではない。しかしながら、この絶対純粋

存在は存在の芯である「無」を知らしめる機能を持っ。その意味で絶対純

粋存在は「無」にとっての代理権（khilafah、ヒラーファト）を持っている

とされるのである。絶対純粋存在は「無」の代理者（ハリーファ、もしく

はカリフ）と考えられている。隠れたる存在の芯（無）の最初の開示が、

神的普遍性の代理権のレベルとも呼ばれ、それが隠れたる存在のカリフ（代

理者）となる。この絶対純粋存在は、繰り返し述べることになるが認識を

超越している。しかし、このレベルの存在は隠れたる宝とか西方の不死鳥

という比喩によって示されるのである。その意味では、絶対純粋存在は“玄

のまた玄”のレベルほどには超越の度合いが徹底していないということが

できる。いずれにせよ、’X絶対純粋存在”はX”玄のまた玄”の最初の自己開

示であり、それは“玄のまた玄”に代わって、創造の事実上の出発点とな

るのである。このことは、XX絶対純粋存在”がそれ自身につづく諸存在と諸

存在レベルにたいして優位性を持つということを意味している。すなわち、

この絶対純粋存在＝アハディーヤは原初的多数性の根拠でもある。アハデ

ィーヤは普遍的神性、すなわち種々の神的エネルギーの出現以前の状態の

神なのである。しかし、このアハディーヤ・レベルの神は瞬時にして多様

な属性として認識されるエネルギーをともなって、より具体性を濃厚にそ
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なえて認識されるようになる。換言すれば、“玄のまた玄”はアハディーヤ・

レベルのNN神”を代理者として多様性の根拠である神の諸属性を出現させ

る。

　すなわち、神的代理者アハディーヤを通じて“流出”は神的諸名称と諸

属性のレベルに進行していくのである。神的諸名称と諸属性は多様ではあ

るが統一されていて、神の絶対純粋一性に抵触しない存在様式を持つ。こ

の神的レベルで多が一に統一されているレベルを統一的一性ワーヒディー

ヤ（wahidiyah）のレベルと呼ばれている。このワーヒディーヤのレベルの

統一的一性が経験される世界における個々の事物の持つ一性の根拠となっ

ている。ワーヒディーヤから経験的一一性の世界への転化を神聖流出（fayd

muqaddas）とよぶ。この場合、ワーヒディーヤはアハディーヤの代理者と

して直接に被造物の創造に拘わる。ここにも、“玄のまた玄”からXN絶対純

粋存在”に転移する際に現れた”代理権（ヒラーファト）”が再び現れてく

る。

　この存在流出のプロセスの第1段階において現れるNN代理権”は、存在

世界全体を貫通しているとされる。この“代理権”が預言者ムハンマドの

’代理権”の本体なのである。それは、全世界に見られるXN代理権”という

現象の根拠であるとされている。ホメイニーは「ヒラーファトとウィラー

ヤトへの導きのあかり」という著作のなかでこの主題を次のように記して

いる。

　幽遽なる神気の霧（‘ama’）の帳の内に座し賜い、属性と神名の陰に

隠れ賜いし神に称えあれ。神はその光輝の激しさにより自らを隠し賜

い、顕現しつつも、その聖美の光のために超越し隠れ賜う。神はその

圧倒的偉大さのゆえに神の友どもの心にも隠されている。されど、神

はその光の照射によって代理者たちという鏡のなかに現れ賜う。祝福

と平安が光の根拠、秘中の秘の本尊、絶対無（ghayb　al－hUwiyyah）
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の中に沈潜せし者、分節的自己規定の消滅せし者（これらの呼び名は

“玄のまた玄”とおおむね同義である）のうえにあらんことを祈る。そ

れは、’代理権（ヒラーファト）”の本質の絶対的根拠であり、濫督権

（ウィラーヤト）”の地位の絶対的精髄である。それは、光輝の激しさ

のなかに覆い隠され、光輝と聖美の両の手により隠される者である。

同時にそれは、純粋一性（アハディーヤ）の秘密をすべて開示する者、

神的実在（haqa’iq　ilahryah）のすべてを顕示するものである。それは、

完壁にして高貴このうえなき鏡、すなわちわれらが先達ムハンマド、

彼とその家族に神の祝福と平安があらんことを祈る。彼らはこのうえ

なく褒めたたえられるべき代理権の天圏から上りいでたる太陽たち、

最上の監督権の地平にかがやく月たちである。……」5）

この書物の中でホメイニーは次のようにも述べている。

　「開示の根拠となる神的代理者、聖なる本質には必然的に絶対無に

対する隠蔽の相がある、この相は決して現れない、さらに一方で神の

属性と神名に対する相がある、この相は属性と神名において顕現し統

一的一性のレベルでの形象として現れる。」6）

　この神的代理者とはアハディーヤを意味する。絶対超越の純粋存在であ

る”X玄のまた玄”が比喩的、象徴的に顕現してきた時点がアハディーヤの

存在界である。これがXX玄のまた玄”そのものに代わって、続くレベルの

流出の出発点となる。すなわち、多様な神の属性の淵源となるのである。

ホメイニーはこの神的代理者について、次のようにも述べている。

　「この代理権（ヒラーファト）はムハンマド的代理権の本質のこと

である。前者が後者の主であり、根拠であり、出発点である。そこに
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存在者すべてにたいする代理権が由来している。さらに、それは代理

権、代理者（ハリーファ）、代理者として指名された者の根拠なのであ

る。この代理権がムハンマド的本質の主、神的普遍的諸本質の根拠で

ある「神」という偉名のレベルにおいて完壁に発顯している。したが

って、「神」という偉名のレベルは代理権の根拠であり、代理権とはそ

れの顕現である。それより、むしろ「神」という名のレベルに現れて

いるものが、代理権そのものなのである、というのは顕現する者と顕

現されたものとは一致しているからである……」7）

　っまり「神」という包括的名称は“玄のまた玄”をほのめかしている代

理者なのである。したがって、「神」そのものが「ハリーファ」なのである。

それはムハンマド的本質の別称でもあるのである。すでに見たようにこの

レベルにおいて神名と属性としての多様性が出現し、その一元的レベルの

多様性が経験的世界の多様性の根拠になっているのである。したがって、

「ハリーファ」としての「神」はさらに下位のレベルの存在に代理権（ヒラ

ーファト）を付与することになる。この意味では、世界のすべての個別的

存在者は「神」のハリーファ（代理者）ということになる。

　ところで、このハリーファ（代理者）ないしヒラーファト（代理権）は

もう1つの相を持っている。ホメイニーはそれにっいて次のように述べて

いる。

　「このヒラーファトというすでにその地位と権能と意味とについて

聞き知ったところのものは「監督権」（ウィラーヤト）ということと同

じである、なぜならウィラーヤトとはXS近い”という意味であったり、

NN

e愛さ”という意味であったり、“支配権”という意味であったり、

XX

蜷lであること”という意味であったり、“代行者性”という意味で

あったりする。しかもこれらの意味はすべてこのウィラーヤトという

260



国際大学中東研究所　紀要　第5号　1991年

本質の真実なのである。もろもろのレベルの存在はこの本質の影なの

である。このウィラーヤトが高貴なるウィラーヤトの主人となるもの

である。そして、高貴なるウィラーヤトとはムハンマド的ヒラーファ

トと神の意識と神の創造の両方の次元において一致している。……」8）

　さらにホメイニーはウィラーヤトとヒラーファトの関係について次のよ

うにも述べている。

　「すでに説き明かした説明と解説によって、一神論者の宗祖、神智

者の導師、信徒の長アリーの言葉の意味が解ることと思う。彼は言う、

私は預言者たちと密の相（batin）において一緒であった、また神の使

徒（預言者ムハンマド）と顕の相において一緒であった。なぜなら、

神の使徒は普遍的無条件的ウィラーヤトの所有者であって、ウィラー

ヤトはヒラーファトの密の相であり、普遍的無条件的ウィラーヤトは

普遍的無条件的ヒラーファトの密の相だからである。……9）」

　すなわち、ヒラーファトとは代理者となるものが持っ資格のようなもの

であり、それはまた代理を引き受けた者が代理を依頼した者にたいして持

っ責任に相当する。代理を依頼した者を、かりに上位に位置するとすれば、

代理を引き受けた者は上位にたいして責任を持っ。アリーは神の使徒ムハ

ンマドの代理としてともに行動した。このことは、アリーが神の使徒の代

行の責任を負ったということである。アリーにおいて代理権が顕の相にお

いて現れたということである。他方、神の使徒ムハンマドはウィラーヤト

（監督権）の所有者としてアリーにたいして監督権を持っ。

　アリーとムハンマドの両者がともにこの世にあって、一緒に行動するか

ぎりアリーのムハンマドにたいして持つ代理権（ヒラーファト）もムハン

マドがアリーにたいして持つ監督権（ウィラーヤト）もともに実在的に認
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識できる。しかしながら、この場合にも代理権は監督権の顕の相であり、

監督権は代理権の密の相なのである。代理権と監督権は常に表裏一体とな

っている。ということは、代理権のあるところにはかならず監督権がある

ということである。“玄のまた玄”、XN絶対純粋存在、アハディーヤ”、　XN統一

的存在、ワーヒディーヤ”という存在流出論レベルの事実の問にも同様の

関係が成り立つ。すなわち、アハディーヤは’玄のまた玄”について代理

権を持つ。この代理権が普遍的無条件的ヒラーファトとよばれるものであ

る。他方、”N玄のまた玄”たる者はアハディーヤにたいして監督権を持っ。

これが普遍的無条件的ウィラーヤトを持つ。アハディーヤとワーヒディー

ヤのあいだにおいても同様な“相互関係”が成立する。ただし、すべてが

未分化の状態にある神的世界のレベルでのこのような諸事実のあいだには

関係という概念はあてはまらない。これらは神的普遍者のなかに“集一

（jam‘）”状態にあるからである。「神」という偉名によって表される神的普

遍者（kulliyyah　ilahiyah）は普遍的無条件的ヒラーファトであると同時に

普遍的無条件的ウィラーヤトでもある。

　ところで、すでに見たようにウィラーヤトは、創造的ウィラーヤト

（wilayat－e　takwTni）と法制的ウィラーヤト（wilayat－e　i‘tibari）、もしく

は立法的ウィラーヤト（wilayat－e　tashrii）に分類されている。創造的監督

権（ウィラーヤト）とは、ホメイニーの「法学者の監督権」の中で示して

いるように1°）、神的普遍的代理者権と同じ意味である。それは経験の世界

においては神の使徒と諸イマームと神の使徒の娘にしてアリーの妻ファー

ティマ・ザフラーが所有している。これは創造的ウィラーヤトが特別な地

位を意味するということである。ホメイニーが指摘しているようにファー

ティマ・ザフラーが為政者とはならなかったにもかかわらずこの創造的ウ

ィラーヤトを持っているということが重要なのである11）。

　為政者はムスリム共同体の指導者として預言者ムハンマドの持っていた
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職能を代行する。したがって、ムスリム社会における為政者は“代理権（ヒ

ラーファト）”を持っている。この“代理権”は、すでに見たように神智学

的には濫督権（ウィラーヤト）”と表裏一体となっている。一般的にウィ

ラーヤトはヒラーファトの密の相であり、ヒラーファトはウィラーヤトの

顕の相なのである。したがって、ウィラーヤトのあるところには必ずヒラ

ーファトがあり、ヒラーファトのあるところには必ずウィラーヤトがある

と見るべきであろう。しかしながら、ファーティマ・ザフラーのケースに

ついては、ウィラーヤトを彼女が所有しているにもかかわらずヒラーファ

トを実際に持つことはなかったのである。この事実は我々をウィラーヤト

という概念について再考をうながすものである。ファーティマ・ザフラー

において、ウィラーヤトがあったにもかかわらずそれがヒラーファトとし

て現れなかったということは、この両者が表裏の関係にあるにもかかわら

ず時にはウィラーヤトがヒラーファトを伴わずに現れるということであ

る。このことは、ヒラーファトがつねにウィラーヤトとともに現れるのに

反して、ウィラーヤトはヒラーファトを伴わないことがあるということで

ある。ウィラーヤトがヒラーファトを伴わないでも存在し得る、というこ

とはウィラーヤトがヒラーファトよりも存在論的には上位にあると見なし

て良いであろう。とりわけ、創造的ウィラーヤトについてはこの存在論的

優位性を明確に認めることができる。

　ところで、このような創造的ウィラーヤトを考察するに際し、ウィラー

ヤトについてのS・J・アーシュティアーニー教授の説を考慮にいれる必要

がある。アーシュティアーニー教授はその著『フスース・ル・ヒカムのNXカ

イサリーによる序文”の解説』の中で次のように述べている。

　「W、L、　Y、の語は始めのWがイという母音をとれば（すなわち、

ウィラーヤトと読まれれば）、それはimarat（rule）、　tawalhyat

（trusteeship）、あるいはsaltanat（regnancy）という意味になる。し
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かしこの語が最初のWにアという母音をとれば（すなわち、ワラーヤ

トと読まれれば）、それは愛（mahabbat）という意味になる。ワラー

ヤトという言葉はワリー（walT、神の近しい友）という言葉に由来し、

それは“近しさ”という意味で用いられている。ウィラーヤトという

言葉のほうは、神智学者たちのあいだでは普遍的真実在とされ、それ

は神の本質的属性のひとつであり、神の自己開示の源かつ自己規定の

出発点であり、それに神的属性が付着する。またそれは被造物の本質

が出現する原因であり、さらにそれは神の知の領域における神名の顕

現の原点である。“神は誉むべき主”、“神は信徒の主にして、彼らを闇

の世界より連れ出す……。”

　ウィラーヤトの本質は、哲学的考察に基づけぼ、あらゆる実在的本

質を照らし出す存在に等しい。その自己存在規定の始まりはアハディ

ーヤの存在レベルであり、その終着点は可感的物質世界である。それ

は必然存在、可能的存在、純粋存在、質量的存在を含むあらゆる事物

に貫通浸透している。

　“近しさ”という意味でのNNワラーヤト”は多様な段階と様々の現

れ方を持っていて、それは神の本質の事物への近さに由来する、とい

うのもワラーヤトはあらゆる存在現象にたいして恒常的かつ普遍的付

帯性を持つからである。“多性の総体は神の唯一性により神のために存

続する。”

　ワラーヤトは無条件的ワラーヤトと限定的ワラーヤトに分類され

る。また普遍的ワラーヤトと特殊的ワラーヤトにも分類される。この

概念が無条件的なものと限定的なものとに分類されたり、無条件性と

限定性とで修飾されたりするのは次のような理由による。すなわち、

ワラーヤトは神の属性のひとつである限り無条件者であるが、他方、

ワラーヤトが預言者と神の友（アウリヤー、ワリー）に根拠を持つと
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いう点では限定されているのである。ところで、すべて無条件的なる

ものは限定されたもののなかに脈々と流れている、そして限定された

ものの存在原因となっている。また、あらゆる限定された者は無条件

なものによって存在している。というのも、限定された者は無条件な

者の下方流出であり、無条件な者は自己顕現、自己開示、下方流出に

より限定、関係、制約の基体となるからである。預言者と神の友のワ

ラーヤトは無条件的ワラーヤトの一部分であり枝葉である。彼らの持

っ預言者性もまた無条件的預言者性の一部分である。

　ワラーヤトは信仰を持つすべての人に共通するという意味では普遍

的ワラーヤトとなる。信仰を持ち、正しい行いをする者はだれでも、

“神は信徒の主にして、彼らを闇の世界より光の世界へ連れ出す”とい

う句に準じて、ワラーヤトという普遍概念の述語対象となる。信仰の

最上級は実在の真相と正しく一致した直観に該当する。中間の信仰は

神智学者のうちで論証と思索する人の楽しみにあたる。最下位の信仰

は信頼できる人に学ぶことから得られるものである。これは一般大衆

の信仰である。

　特殊的ワラーヤトは神秘的直観の道を行く人たちだけのものであ

る、すなわち、彼らが神の中に消失し、知と直観と心の本質の点で絶

対の神の存在により存続する時に（神秘道の旅人は、本質と属性と行

為とその所産の点で神の中に消失するが、それを滅却（mahq）、滅尽

（tams）、消滅（mahw）ともいい、それは別の表現では本質と属性と

行為と所産のうえでのタウヒードとされる）、この特殊的ワラーヤトの

境地に達する。」12）

　ここで創造的ウィラーヤトとワラーヤトとの関係を整理しておくことが

必要である。第1に創造的ウィラーヤトは、アハディーヤのレベルにおけ

る概念である、それは普遍的真理としてそれ自体「神」の属性でありつつ、
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その他の属性の基体ともなる。すなわち、ワーヒディーヤのレベルでの多

性の根拠でもある。それと同時に、創造的ウィラーヤトには、それ自らよ

りもう1段上のxx玄のまた玄”を代行するものとして”代理権（ヒラーフ

ァト）”の密の相ともなっている。

　ワラーヤトのほうは、これもまた神の属性とされている。神の属性とし

てのワラーヤトは無条件のワラーヤトとなる。神秘道の旅人は最終的には

このワラーヤトに到達するとしている。その限りでは、神の属性としての

ワラーヤトはワーヒディーヤのレベルでの存在である。それは、アハディ

ーヤのレベルではない。なぜなら、アハディーヤは、すでに見たように“西

方の不死鳥”とも“隠れたる宝”とも呼ばれ、いかなる人にも捕えられる

ことがないからである。したがって、無条件のワラーヤトは創造的ウィラ

ーヤトより存在流出のレベルでは下位に位置する、と見なすことができる

であろう。

　しかしながら、創造的ウィラーヤトも無条件のワラーヤトもともに森羅i

万象を貫通しているとされる。世界内の事物のどれ1つとしてこの両者を

帯びていないものはない。個々の経験的事物が創造のプロセス、すなわち
NX

ｺのまた玄”より発し、“アハディーヤ”のレベルに超越的自己開示をし、

その結果“ワーヒディーヤ”のレベルで神の諸属性として多性の根拠が生

じ、その多性が経験世界の諸事物になるという創造のプロセスの所産であ

るのだから、この創造のプロセスの神的存在領域において現れる、ウィラ

ーヤトとワラーヤトが経験的世界の個別的事物にそれぞれ現れてくるのは

当然のことである。

　ところでワラーヤトがウィラーヤトよりも存在流出において下位にあ

る、ということはワラーヤトがウィラーヤトの顕の相になると見なすこと

ができるであろう。換言すれば“監督権（ウィラーヤト）”は慶、近しさ

（ワラーヤト）”の密の相であるということになる。監督権が愛として現れ

るということは日常的世界においてもしばしば見受けられることである。
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　かくして、存在流出の3つの層のあいだにウィラーヤト、ヒラーファト、

ワラーヤトの概念を差し挟んでみると、存在が極めて内容豊かなものであ

るということが見えてくる。存在は豊饒なる無よりいでて、アハディーヤ

の純粋存在として原初的自己開示をし、さらに流出がすすみワーヒディー

ヤの多性の原因としての神名・属性的存在レベルに到達する。そして最終

的には個々の経験的事物として現れてくる。存在はこの流出のプロセスの

全体を包むものである。しかしながら、このダイナミックな生成流出を存

在という意識の表層レベルではややもするとスタティックな意味しか持ち

えない概念でのみ捕えようとすると存在のダイナミズムが見えてこなくな

る。しかし、ウィラーヤト、ヒラーファト、ワラーヤトというそれぞれ各

存在レベルの持つ関係性と志向性を示す概念を差し挟むと、存在流出の諸

層は緊密に凝縮した統一体であることが見えてくる。同時に、それが無限

に拡散しながら一体性を維持しているエネルギーの塊のようなものをなし

ているということも見えてくる。本稿においては存在流出の中において語

られるイマーマト（イマーム性）、ヌブーワト（預言者性）の概念が持っ意

味と機能について考察する紙幅がなかったが、これにっいてもさらに稿を

改めて論じてみたい。
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AStudy　on　the　Wilayat

by　Akiro　MATSUMOTO

　　　The　concept“wiladyat”has　an　important　meaning　in　the　ontology　of

the　Islamic　philosophy．　Its　existence　has　many　layers　in　Islamic

ontology，　especially　in　that　of　the　school　of　the“unity　of　being．”　From

the　viewpoint　of　emanation　theory，　which　is　also　a　theory　of　knowledge

about　existence，　existence　is　divided　into　four　levels，　that　is，　the　level　of

the　mystery　of　the　mysteries，　the　level　of　theα勿吻α’，　the　level　of　the

wahidiyat　and　finally　the　level　of　the　empirical　existence．　The　level　of

the　mystery　of　the　mysteries　is　the　starting　point　of　emanation　which

goes　beyond　our　understanding．　Since　this　level　of　existence　goes

beyond　human　understanding，　it　is　synonimous　with“nothing．”　But

nothing　here　does　not　mean　emptiness　as　long　as　it　is　the　source　of

everything．　It　is　fertile　and　productive　nothing．　At　any　rate，　once　this

productive　nothing　is　conceived　as　the　source　of　everything，　it　is　no

longer　nothing　but　becomes　something．　This　something　is　existence　at

the　level　of　the　ahαdiyat．　Theα勿6勿α’could　be　called　the　uncondition－

ally　posited　oneness．　The　ahadiyat　is　the　source　of　the　universal

oneness，　that　is，　theω励ゴ4⑳認，　which　is　the　source　of　the　countable

oneness　of　each　one　of　empirical　existents．

　　　　Now，　the　word“漉勿α’”has　very　important　meaning　in　the　above一
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mentioned　process　of　generation　of　the　universe　from“nothing．”　It

provides　a　connecting　Iink　between　the　layers　of　being．　Basically　the

word“漉勿α’”means　closeness，　nearness，　intimacy　and　something　like

them．　From　these　meanings　are　derived　the　meanings　of　friendship，

guardianship，　lordship　and　so　on　because　such　words　as　friend，　guard

and　lord　are　the　names　given　to　the　persons　who　have　close　relations

with　their　partners．　Therefore，　philosophers　of　the　school　of　the　unity

of　being　believe　that　the　mystery　of　the　mysteries　has　closeness，　that　is，

“z〃ゴ勿α’”to　theα加4加’。　And　the　ahadiyat　has　the　same　closeness　to

theω励ゴづ卿≠．　And　the　wa－hidiyat　has　the　same　closeness　to　the　empiri・

cal　things．　Due　to　the　concept“closeness，”the　transcendental　world

composed　of　nothing　（mystery　of　the　mysteries），　ahadiyat　and

ω励ゴ4卿’is　understood　as　the　highly　condensed　world　which　has

neither　time　nor　space．　In　fact，　this　transcendental　world　is　the　world

of　the　realities　which　has　real　existence．　In　other　words，　this　is　the

world　of　light．　The　empirical　world　is　liken　to　the　world　of　the

shadows　of　those　realities．

　　　On　the　other　hand，　this　emanation　theory　has　aonther　important

concept　which　is　related　to　the　theory　of　legitimacy　of　rule　in　the　field

of　politics．　The　concept　is　the　concept　of‘‘deputyship（khalifat）．”　In

short，　the　ahαdiyat　is　a　deputy　of　that　fertiIe　and　productive　nothing

which　is　higher　in　ranking　than　theα加4⑳α’．　And　theω励配勿α’is　a

deputy　of　theα加4勿α’which　is　higher　in　ranking　than　theω励げ4⑳α’．

Finally，　the　empirical　things　are　deputies　of　the”励ゴ4御’．　In　this　way，

each　one　of　the　things　in　the　universe　is　being　ornamented　with　the

wildyat　and　the肋ゴ！⑳’which　are　interrelated　to　each　other．　Due　to

the　two　key－concepts　in　the　theory　of　existence，　the　world　of　being　in
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the　Muslim　philosophers　shows　itself　as　a　very　dynamic　one　which　has

love　and　power　in　it．　In　fact，　the　concept“ωゴ勿α’”means　in　some　case

the　radical　love　of　god　towards　his　creatures．　Basically　the　concept

“wi勿at”means“care　of　a　higher　level　of　being　for　a　lower　level　of

being．”　It　is　understood　in　the　sense　of　the　guardianship　of　invisible

God　at　the　level　of　the　mystery　of　the　mysteries　who　cares　for　his

creatures．　Being　in　Islamic　philosophy　does　not　mean　only“to　be，”but

contains　such　meanings　as爾勿α’and肋ゴ伽’．　It　is　a　very　fertile　and

complicated　one．　It　is　the　basis　of　the　Islamic　tawhid　world　view．

The　late　Ayatollah　Khomeini　expounds　in　his“〃づs∂効81一研勿碗”the

theory　of　the　wi勿at　and肋ゴ伽’in　the　process　of　emanation　of　being．

His　understanding　of　wi勿at　and肋ゴ伽’is　the　premise　for　his　theory

of　rule　which　is　expounded　in　his　famous　work“wildyat一θノ吻グ．”

Then，　inquiries　into　the　concept　of“wildyat”in　his“〃ゑ∫∂励α1－1万吻読”

have　important　significance　for　understanding　of　the　concept　of

“wi勿at”in　the‘‘wildyat－e　faqif．”　On　the　other　hand，　the　late　Ayato1・

lah　ShahabadT，　one　of　Khomein1’s　teachers　in　his　youth，　has　expounded

the　theory　of　existence　and　its　relation　to　the　concept　of‘‘ωゴ麺ソat”in　his

“、Rashaha－t　al－Biha’r”in　a　very　clear　and　concise　manner．　Ayatollah

ShahabadT’s　ideas　aboutωゴ姪yα’and　existence　is　said　to　have　exerted　a

great　influence　on　Khomein1’s　understanding　ofωゴ勿α’．　Therefore，　a

comparative　study　of　the　concept“痂勿α’”by　these　Ayatollahs　may

highlight　its　complicated　meaning．
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